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憲法破壊許すな！ 
日比谷野外音楽堂で5000人が集会 

 政府が集団的自衛権行使を容認する閣議決定案を示した１

７日、東京・日比谷野外音楽堂で「閣議決定で『戦争する

国』にするな！大集会」が開

かれました。会場に入りきれ

ない人も含め５０００人が参

加、「戦 争 反 対、９ 条 壊 す

な！」と怒りの声をあげまし

た。東京医労連など、日本医労連の仲間も多数参加。集会後、参

加者は国会と銀座に向けてデモ行進を行ないました。 
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５
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６
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６
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出
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６
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島
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基地がないのが当たり前 
平和ツアーin沖縄 

嘉数高台から見る普天間基地とオスプレイ 
 宜野湾市・嘉数高台から、普天間基地と、基地を囲み立ち並ぶ住宅を見学。嘉数高台は、第

二次世界大戦時に激戦地になった場所で、トーチカのあとが残っています。昨年の同ツアーと

比べオスプレイの数は明らかに増えており、複数のオスプレイが頭上を通りすぎていきまし

た。 

 

沖縄国際大学から「道の駅かでな」へ 
 嘉数高台から、嘉手納基地見学ために「安保の見

える丘」とも呼ばれる「道の駅かでな」に。道中、

２００４年にヘリが墜落した沖縄国際大学の横を通

過、いまでも墜落した跡が残っています。 

 

辺野古と平和祈念公園 
 二日目、沖縄県北部の辺野古へ移動。普天間基地

の移設候補地として挙げられ、それに反対する人々

が座り込みを行っています。一行は、ここで座り込

みを続けている方たちから話を伺い、共に座り込み

を行いました。続いて、平和祈念公園へ移動。ここ

では、慰霊塔や平和の火・平和の礎などを見学します。また、平和祈念資料館で、写真パネル

をはじめ、沖縄戦体験者の証言文や翌日に見学するガマのジオラマを見学しました。 

 

糸数壕（アブチラガマ）とひめゆり資料館 
 三日目は沖縄戦当時、陸軍病院の分室となっていたアブチラガマです。ガマの中には、病棟

やカマド・治療室などの表示があり、ガイドの説明を受けながら見学を行いました。 

続いて一行は、ひめゆり平和祈念資料館に向かいます。ここは、戦時中、看護要員として動員

されたひめゆり学徒隊の資料が多数展示されています。物資が不足し、厳しい戦いの中で沖縄

は本土決戦への準備のため、降伏許されませんでした。そういった厳しい環境下で、いったい

どのような医療が提供できたか？アブチラガ

マとひめゆり資料館を通して、戦争の恐ろし

さを学びました。 

 

参加者の感想から 
 ツアーの参加者からは、「沖縄の町と基地

の近さに驚いた。とても日常とは考えられな

いことがおきていると思った。」「戦争は二

度と起こさないよう行動していくことが、人

間としていきていくためには当たり前だと感

じた。」などの感想がよせられました。  

５月３０日～６月１日に日本医労連第24回平和ツ

アーin沖縄が開催されました。５全国１０県から

ガイド含め５１名が参加しました。 

平
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辺野古を守るテントの前で 


